
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title
技術経営課題の国際調査(技術経営, 第20回年次学術大

会講演要旨集I)

Author(s)
白肌, 邦生; 植村, 太一; 金井, 明子; 高尾, 正樹;

丹羽, 清

Citation 年次学術大会講演要旨集, 20: 387-390

Issue Date 2005-10-22

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/6093

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般論文



ⅠⅠⅠ 8 技術経営課題の 国際調査 

  

1. 背景・目的 

世界各国では 技術経営においてどのような 課題が存在しているのだろうか．技術に 基づく新事業や 新 
市場の開拓，技術活用による 業務プロセスの 効率化など，技術が 企業経営に直接大きな 影響を ぢ ・えること 

が多くなったことで 技術経営は世界規模で 注目され・ているものの ，これついて 明らかにする 統一的な調 

査は未だなされてこなかった・そこで 本研究では・ 技術経営課題の 国際調査を PIC 朋 Ⅱ Portland 

International@ Center@on@Management@ of@Engineering@and@Technology)@<D@Country@Representative@ (@ 

代表 ) に対し行 う ことで，世界の 技術経営の主要な 課題は何かを 知る手がかりを 探ることを目的とする   

'. 謂 。 """ 
匹 1. 調査主体と 

本調査は PIC ℡の国際活動の 一環として， PT ㎝ 芭 Tl)irectoro,fInternationalActivity 澤 者の 1 人 : 

J 乎可ョ ) のもとで行われた・ 本調査の対象者であ る PTm Ⅱ園代表は， PT ㎜本部が本人の 了解のもとで 選定 

した技術経営分野におけるそれぞれの 国 ( ただし水団田紳劃の 第一人者であ り，各国に 1 人から数人 ( 表 

2 参照 ) 存在している・この 各国代表者の 多くは，企業で 実務経験を積んだ 後に大学の研究者になってお 

り，実務面・ 学術面双方から ，バラシスよく 問題を捉える 見識を持ち合わせていると 考えられる． 

2-2. 質問表 
表 1 : 質問表内の 12 個の技術経営分野の 選択肢 

質問内容は「あ なたの国 (X は地切の主要な ( 技術 1                                                   

Activities ， this@survey@ is@to@clarify@worlchwide@ 5@ Manufacturing 

diIStn.ibu 七 %0 Ⅱ of  key  issues  in ttec 土 ⅡⅠ 0lo9¥ 7‾eople‖nd｛rganization 6，ommercia Ⅰ zation‖nd｀arketing 

management ・ Please@place@X@on@two@items@among@12@ 8@Information@and@Knowledge@Management 

below@which@you@think@are@the@current@key@ issues@ @@ Risk@Management 

ln  Vo 甘 count 「 y  (o 「・「 eglon)  md  はい sslble  to                                                           

speclfy th 却 @.) であ る． 12  Others 

質問 表 ( 表 1) に用いた技術経営の 12 分野の選択肢は ，下記の分類を 基に作成し各々の 選択肢について 

specification  ( 詳細 欄 )  を設けた   

・ PI ㏄「， 91,97, ㏄， 01,03,M( 現在までの全ての PrCM 旭 T) のプロバラム 

・ I 田 E  Transactions  on  Engineering  Manage ㎎ nt  における Editorial BOards (@@ ノ タチ野分類   
・ m 冊 O ㎝ s 国際会議の技術経営分野のプロバラム 

  PICMET   
T 。 ⅡⅤ。 イ 。 荻 Ⅲ lD 付き依頼メール   

2-3.  M@T& 

調査システム ( 図 1) は，木原稿の 執筆者を中心   @D により佃人を 持主 

とする PI ㎜ Tokyo-Leam  が ， Ⅲ付の他 b  プ シケ 一   回音条件を溝たさない 日 昔には 

  

トメールを， Pl の ギ T 園 代表に送付し ，メ b ル 内の 

U 脚 』により Web サイトに誘導し 回答を依頼した   

Ⅱ "" アンケート W め サイト 
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2-4. 調査期間およびデータ 数 

2005 年 6 月 10 日から 6 月 28 日の期間におい 

て ， 84 人の円 CW 止 T 園代表 ( 表 2 歩 昭 ) に対して 

実施され だ ． 32 名から回答があ り ( 表 3 参照 ), 

回収率は 38% であ った   

表 2 :PI ㎝Ⅱ園代表 ( アンケート依頼 先 ) 

3. 課査 結果 
3-1. 全体傾向 

図 2 に示されるように ，各国代表が 重要だと考 

えるその国 ( 地域 ) での技術経営上の 課題は，第 1 

位が R ㈱ and Innovatiuon Manage 腱 ntW 研究開発 

とイノベーションマネジメント ) で，第 2 位が 

Strategic & Policy Issues( 戦略や政策の 課題 ) 

であ った，回答国を 地域 ( 耳ヒ 南米・ヨーロッパ・ 

アジアなど ) に分類したところ ，この回答は 概ね 

各地域共通であ ることが分かった． 

l
a
d
 

)
 
C
a
u
n
t
r
y
(
N
o
 

・
 
%
)
 

c
 
宝
 
ユ
 
USA(ll) 

  
" 止叱 Ⅱ 伯 )   
Ch Ⅱ e( エ )   

Germany@(l)       
UK 申 ) 

表 3 : 国別回答者数と 所属機関 

Affiliation 

Ga 「 le Ⅰ oon  UnlVe 「 sity   

Techno 斗且 Ⅱ Cen 宇 「 e 

Ⅴ aI Ⅰ 曲 「 bllt UnlWe 「 Slty 

The  UnlVerslt ガ OfTole 血 

Unlw ア e:rsl Ⅰ び OfNeW  Mexlco 

UnlVe 「 slty  ofCen 廿 al Flo 「 ld 且 

s ゴ racuse  unlversl 仁ひ 

Geor 口 la  InStltu ㎏ 0fTeChn0l%Y 

NOr サ hea 呂十 ern  Univ つ rsi 上 y 

UniW ⅠⅠ 十ゴ ofHouston  Downtown 

Tne UniWrsityofTex 盤畦 D Ⅰ ねョ 

Un Ⅳ ersl サ ン ofTe お臥ミ廿 S  Sa Ⅱ AIltonlo   

u"' 随 """ ゴ ㎡ " ロ " 仙 "' 。 

Ibmec@Business@ School   

cr 帖 sRoa 玉   Lt   接                                                                                                             
Technical@ University@of@Berlin   

Uniirersity@of@Applied@Sciences@@*ener@ Neustadt   

Unl ⅠⅠ「 S1 ⅠⅠ 巳 fC 被 Ⅰ brldge 

U ア Ⅱ vers" Ⅴ af 。 臼 ⅠⅡ brl@ わと   

・ -, 亜目 y( 上 ) ‥ It 亜丑 ・がまキ ヨ on 田中 Un 由 lofRe 雙丑 Ch  で 丑曳だ NR)   

Romani 攻 ㈲ % 安 @hni 珪卍 ・ H Ⅲ -% 蛭ヰ y. ㎡ C と り ， 雙笹円 仝 --   

毘拍 n 五 ( ゎ T 卍 Ⅱ nrl. 旦日地主 申 ‥ Unj ま王 き上 y.   

Tu 廿 key(l)  s 五 b 皿 。 i uni ㏄ ， ， its   

Ⅰ raI 、 Ll)  IROST  &  Unl 随 rsitv ofAllam 、 eh 

Jor 己廿 nl(')  " Ⅰ q 臣 " Ⅱ " 尼 rS" 丁   

                The  American  University  in  Cairo   

臣 u Ⅰ h  A 王 h 。 a(l)  Uniwr 田 Ⅰ サ OfPre 士 Oria   

Hon 呂イも n Ⅰ (l) HongP 缶 n 目 B サ ptis 十 UniWrsity   

Japan@(1)@ The@University@of@Tokyo   
Korea(l)@ STEPI   

          Austr T Ⅰ w 柱 田 iai(l)  l( 力             下生 UniWTsity  ;Ona が - ぢ丼 ofWestern  ng- 旦 U 仝・ H ヰ珪雙ヰ Sydn 、 ey X.                                                             

R&Dandlnnnc@ovatlonManaoement 

"" 一 ""   
三 % 蜂け &Produ は M@a@ 甘 loem 甘吋 
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3-2. 上位 2 項目に関する 詳細 

                煕の ""d "" 。 ""' 土 。 " 畦迫れ ge ㎎ nt 

Geor 目 a  instItute  of  Tec ㎞ o Ⅰ hoW  W 田刈 (D  助 ・・ Ala ュ n  Pol 、 rer  による F ラジカルイソべ 一ション プ ロセ 

ヌ、 ( が特に重要だねという 指摘 や， N は theastel 、 Ⅱ№ 王 vel.,ity (US 目 (?) Ⅳ・ Ed № 憶 Ⅱ。 n 睡 f の「 US が 

他国の低い製造コストに 直面しても競争力を 維持し続けることが ー --- 出来る最も重要な 一 要素が，イソベ 一、 こ 一 ノ 

コンマネジメント だコ という回答をはじめとして ，先進国の研究昔の 回答からはイノベーションに 関する 

課題が多岐に 及んでいた・ 例えば The  University  of  Toledo  (USA)  の Dr.  Jo ㎞ Dism 皿 es  は『 ヌ ・ピード・ 

コスト・時間・リスク 軽減の観点から ，ブレークスル @ イ / ベ @ シ， ョン の達成効率を 上げていくこと』   

と 回答 L,,  Un 沖 ersity  ot  C ㎝ bridge  (UK)  の 旺 ・ Dave  臣 obert  は『 イ /  ベ一、 ・ ノ 、 ・ コ ン とヒ、 。 ノ不スが日 、 ・ 、 、 。   

進化しているの 二 」現代のイ ソ 。 一 、 ン，コ ン 撞ま ぜⅠ ノ ベ - ン コ ン と R 即 活動や R ㈹資源のグローバルな 
移動どのつががりを 理解すること ( が重要な課題であ る ) 」と回答している．このように イ / ベーン コ シ     
を プロセス化やシステム 化することについての 課題を挙げる 研究者の一方で ， UniVersity of WeStern 

Sy ㎞ ey  (Australia)  の m..  R ㎝ a  Ra ℡ nathan  は 丁 1  .  民間部門にもっと R 即 投資を促進させる． 2  .  ハ 

ゴテクと 新興技術における R ㈹投資を刺激するための 政策とシステムを 発達させる エ ことが重要であ る M 
と 回答し，具体的に 民間・ @ 府から R ㈹投資を引き 出すためのシステム 発展も課題と 考えている研究者も 

いる二とが分かった・これと 関連して， UnNer ㎡ ty  of  ド Ⅰ 眈 oria  (South  Africa)  の 旺 ．㎞ ton ぇ e  deK Ⅰ erk 

。 よる『 直 二三 旦才旦 現在たった 0 ， 76% しか 畷 四姉投資していない・ 政府は真剣にこの 状態を遼 善 L 二 

ぅ としているⅡという 回答からは，発展途上国の 技術革新には 政府の主導的役割が 重要であ るものの，   
未だ低い水準にとどまっでいる 自国の R 即 投資割合に課題があ ると感じている 研究者がいることが 分か 

った   

3-2-2.  Strategic  md  ㏄ licy  issues 

戦略や政策に 関する課題は ，その国の現在や 未来の姿を反映していると 考えられる回答が 多かった ，例 

ズ - は ， Ho Ⅱ lg  Kong  Baptlst University(HongKong) の 旺 ， Ziqi  Liiac  による『 膚 Ⅱ 造 的なアイディア やイ / 

べ一 ジョンベースの 産業を発展させる 環境づくりをするなど ( が重要な課題だ』 ど いう指摘 よ ，香港 

科技大学や香港中華大学などの 優秀な研究機関を 擁し 創 発の可能性を 秘めながら t, まだ活かしきれて 

いない現状を 少なからず反映していると 考えられる．また・ CrossRoads Ltd パ Chjl]e) の冊 ． Ado]fo №Ⅳ z 

によるニ民間に R 即 プロバラムに 投資させ   R ㈹投資額を現在の 2 倍にさせるにとが 重要な課題であ る M 

という回答も 国の現状を反映しでいる 点では同様であ る .J 皿 R0 の 20 ㏄ 年 チリデータ [1] によると，豊富な 

天然資源に恵まれているせいか ，製造業への 直接投資は全体の 8,5% しかない．このうち 更に R 抑への投資 

は少ないだろうと 推測できるため ，上記のような 民間による投資を 増やすことが 課題であ ると回答して 

いることが伺える． 

この一方，国の 末菜を考慮していると 考えられ， る 回答としでは ， IJmj"e 益 五げ。 f ㏄ mbridge (t 晩のⅣ・ 

ぬ hPhaa Ⅰに よ る『資源 ( エネルギー・ 人材 ) - 先進国と発展途上国一 ( が鍵であ る ) コ との指摘があ る   

これは，今後有力な 経済 国 になるであ ろう "BRI ㏄ " のような発展途上国との ，人的・物質的資源をめぐる 

良好な関係構築が ，ひいては技術経営の 鍵になると考えていることを 示していよう．また ， Vanderhilt. 

University  (USA) の h. Jo ㎞ A 膝 rs によるⅣ SA は国際間の共同あ るいは，温暖化や 幹細胞研究そして ， 

旦 輝や家族計画のような 国際的共同という 観点から，恐ろしいほど 世界から逸脱しつっあ る・ コ             

指摘のように ，国を超えて 今後㍾的に推進していかなければならないと 考えられている 分野での自国 

の孤立に危機感を 持つ研究者もいた． 

また，国の現状 ど 将来の両面を 反映させていると 考えられる回答もあ った． I ㎞ ec Bu@siness 

School(Brazil) の№・ し ulzG ㎝ es による                           、     江 マネ @ ジャーは戦略的政策問題に 対し 

てもっと注意を 払 う べきだ コ という指摘は ，今日的な戦略的政策問題に 技術担当者が 関心を持ち，それを 

自らの仕事に 活かすことが 今後の発展にっががり ぅ ると考えている 二とを示唆していよう   

一 389 一 



3-2-3. その他の詳細事項 

研究開発と イ /. べ @ シコ シマネジ     ノントや ，戦略や政策 0) 問題以外にも ，様々な分野で 重要な課題が 

あ るこどが指摘されでいる． 

マ - ケティンバ分野では ， Carleton Univer Ⅱ ty (Ca@ 、 a 田の№， J 田田 l Assbeihla しが℡」二ヱヱヱ 

ア をお金に変換するプロセス 2. 開かれた環境におけるマーケティンバ 3. 成長方策 団 が鍵であ ると指摘   
し技術と・マーケティンバの つむ がりの重要性を 示唆している・バイオテクノロジー 産業を例にすると ， 

カナダ連邦や 州政府は，同産業育成のために 産業支援研究プロバラム (IRA 皿 ) などさまざまな 研究助成金 

や優遇税制，民間企業と 研究機関を含んだ 全国組織での 共同研究開発支援制度などを 用意して，研究成果 
をビジネスに 繋げる役割を 果たしていることが 言われている [2]. 上記回答はこのような 流れを更に加速 

させるだ め のマーケティンバの 重要性を指摘していると 考えられる． 

教育の分野では ， The ㎞ enicanUniv,l.sity inCairo (Eg 沖 けの Dr   鰍 lerifK ㎝ el が， f 債報 と三三 

， 。 ニケーショ ヒ 技術り分野における 避 訓練プロバラムを 通した人的資源への 投資』が鍵であ ると 

指摘し依然として 高い成長牽引力を 持っ TT の発展を教育現場から 固めることの 重要性を示唆 l, ている・ 

エジプト政府は「エジプトと 21 世紀」と題する 文書で， 2017 年までの 20 年間に所得を 4 倍に引き上げる 

こと．実質 GDP 成長率を年平均 7.6% にまで高めることなどの 目標を発表していることからも [3], この回 

答は IT 教育投資が目標達成のために は 重要であ ることを示唆していよう・ 

起業家精神という 観点からは， STEPI  (Korea)  の腕・№ ok  Y]m  が F スタートアップ 企業は，国家が 成 

是 する際の開始点・そして 企業家 精                                                   ・政府はビジネスを 始めさせる多くの 

ヱヱ ヱヱ 二ユブ を与えることができるがすべては 個人の企業家撞神丘かか 三三Ⅰ る 』と指摘し，ベン   
チャ一企業政策には ，なによりも 個々人の起業家精神を 伸ばし育成する 取り組みが必要であ ることを 示 

唆している．この 点，韓国では 産学連携に対する 関心が高く，産学両者が 協が井ることで 起業家精神を 高 

め合っでいる [4] ことからも，上記回答は 同国における 起業家精神育成の 重要性を改めて 指摘していると 

いえよ っ   

4. 今後の 

以上の ) ように，本調査をきっかけとして 世界各国の技術経営に 関する課題を 知る手がかりを 掴むこと 

ができた，特に「研究開発とイノベーションマネジメント」および「戦略や 政策の課題」が 主要な課題 

として上位 ヰこ几はィ立ィ 寸けされ，その 重要性が各地域共通であ ったことは興味深い 結果であ る ど いえる・ま 

た詳細事項を 検討すると，テーマは 同じでも各国の 現状・将来展望に 応じて内容が 多様であ ることが推察 

できたことは ，今後技術 経宮 教育・や国の 技術政策の発展・ 展開にも通じる 示唆が得られる 可能性があ るこ 

とを秘めていよう．その 点，今回の調査ではデータの 粒度 にあ る程度の限界があ ることは確かだが ，木取 

り組みは今まさに 始まったぱかりであ り，今後同様の 調査を日本国内および 世外で続けて い くことは， 

様々な 観 。 に C 有意義なことであ る ど 考えられるため ，改良を加えて 逐次報告していきたい   
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